SURGICAL REPORT

Patient's name: 

Diagnosis for surgery: 右大腿骨転子部骨折

Surgical procedure: 髄内釘（OM femoral nail system 125°/170mm/10mm）
Date: 

Surgeon:

Supervisor:

Assistants:


Anesthesiologist:



Method of anesthesia: 

Duration of surgery: min

Blood loss:


Blood transfusion: g


Fluid transfusion: ml

Amount of urination: ml


Surgical finding and process:

　患者を全身麻酔下に仰臥位とした。牽引手術台でfoot holderを用いて可能な限り内転して右下肢を牽引した。左側からイメージインテンシファイアを入れて大腿骨の整復状態を確認した。アルコールガーゼで清拭後、大転子周囲から大腿骨遠位までイソジンで充分に消毒して手術を開始した。円刃で大転子先端から中枢に向かって大腿骨骨軸の延長線上に約5cmの直線上の皮切を加えた。電気メスを用いて適宜止血を行いながら皮下組織を切離した。大腿筋膜を開窓し、メーヨー剪刀を用いて線維方向に切開した。中殿筋を示指の指先を用いて鈍的に剥離して大転子先端を展開した。指先で3.0mm guide wireを大転子の前1/3に誘導して小転子より末梢まで刺入した。透視下に正面、側面とも髄腔内にガイドワイヤーが挿入されていることを確認した。径16mmのクラウンリーマーで小転子までreamingを行った。創部および髄内を生食1000mlで洗浄した。

　proximal guideにnailを装着してネイルを挿入した。ある程度骨幹部にnailを挿入した時点で、3.0mm guide wireを抜去した。正面像でlag screwが大腿骨頭に挿入できる深さまでネイルを挿入した。proximal guide 越しに3.0mm guide wireを大腿骨頭の背腹中央に刺入した。その状態で中枢側にARスクリュー用の3.0mm guide wireを刺入した。depth gaugeで測定するとラグスクリューは95mmだった。reamerを95mmにセットしguide pinに沿って軟骨下骨直下5mm までリーミングした。ラグスクリュー/90mmを挿入した。セットスクリューを締結後に1/4回転だけ戻した。次に3.0mm guide wireを抜去してARスクリュー/70mmを大腿骨頭に向けて挿入した。

　遠位をドリリング後、スクリュー/35mmを挿入した。デバイスを抜去後、ネイルに+5mm end capを装着した。創部を生食1000mlで充分に洗浄した。大腿筋膜を2-0 バイクリルプラス、皮下を3-0 バイクリルプラスで縫合して手術を終了した。皮膚をスキンステープラーで閉創して手術を終了した。
術後X-Pで骨折の整復固定が良好であることおよび異物の残留がないことを確認した。麻酔覚醒後、両下肢の自動運動を確認して退室した。 
使用したインプラント

日本MDM： OM femoral nail system 125°/170mm/10mm

· ラグスクリュー　95mm

· ARスクリュー 70mm

· 遠位スクリュー/35mm×1本
· エンドキャップ　+5mm
